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―
―
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

は
留
学
生
派
遣
・
受
け
入

れ
や
異
文
化
理
解
の
促
進

の
た
め
の
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
基
盤
と
な
る

国
際
交
流
協
定
校
は
、
世

界
１８
カ
国
・
地
域
３０
協
定

（
１
面
に
表
と
関
連
記

事
）
に
広
が
り
ま
し
た
。

本
学
は
協
定
校
の
数
を
誇

る
だ
け
で
は
な
い
実
質
的
な

交
流
を
行
っ
て
お
り
、
参
加

者
の
満
足
度
は
高
い
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
長
期

交
換
留
学
、
セ
メ
ス
タ
ー
交

換
留
学
（
約
４
カ
月
間
）
、

中
期
留
学
、
短
期
留
学
が
あ

り
、
目
的
や
期
間
な
ど
に
応

じ
て
多
数
、
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
留
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
昨

今
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
地
に
足
の
つ
い

た
実
の
あ
る
事
業
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

―
―
さ
ら
に
、
昨
年
６
月

に
開
館
し
た
国
際
交
流
会

館
を
拠
点
と
す
る
寮
内
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
好
評
で

す
。

こ
れ
は
専
大
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
講
義
を
受
け
な
が
ら
、

協
定
校
な
ど
海
外
か
ら
の
留

学
生
（
日
本
語
・
日
本
事
情

プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
日
本
理
解

プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
な
ど
の
短

期
留
学
生
や
特
別
聴
講
生
）

と
生
活
を
共
に
す
る
�
キ
ャ

ン
パ
ス
内
留
学
�
で
す
。

留
学
生
と
寝
食
を
共
に
す

る
こ
と
で
継
続
的
な
異
文
化

へ
の
接
触
が
実
現
し
、�
留

学
体
験
�
が
得
ら
れ
ま
す
。

学
習
・
コ
ス
ト
両
面
で
手
軽

な
一
方
、
高
い
教
育
効
果
が

得
ら
れ
る
た
め
多
く
の
関
心

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
留
学
や
国
際
交
流
体

験
は
、
何
を
も
た
ら
す
の

で
し
ょ
う
か
。

私
は
２
０
０
３
年
か
ら
１

年
間
、英
国
に
滞
在
し
、ブ
リ

ス
ト
ル
大
学
で
在
外
研
究
を

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
留
学

体
験
は
な
く
、海
外
は
学
会
、

出
張
な
ど
で
長
く
て
１
週
間

滞
在
し
た
程
度
。
英
国
滞
在

当
初
は
、
単
純
な
こ
と
す
ら

伝
え
ら
れ
ず
、「
こ
う
言
え
ば

良
か
っ
た
の
か
」
の
繰
り
返

し
で
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
で
は
自
信

を
持
っ
て
国
際
的
な
舞
台
に

臨
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
研
究
者
と
の
交
流
が
広

が
り
、
多
様
な
問
題
意
識
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
英

国
滞
在
以
降
で
す
。

急
速
に
進
む
経
済
や
社
会

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ

て
、
自
ら
体
験
し
て
き
た「
当

た
り
前
」
の
環
境
や
価
値
観

が
覆
さ
れ
る
こ
と
が
往
々
に

し
て
あ
り
ま
す
。
留
学
や
国

際
交
流
体
験
は
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
力
を
つ
け
、

前
向
き
に
取
り
組
む
姿
勢
を

も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
特

に
留
学
は
、
自
ら
を
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
立
場
に
お
く
こ

と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
他
者
へ
の
い
た
わ
り

の
心
を
一
層
育
み
、
人
間
的

成
長
を
促
す
で
し
ょ
う
。

―
―
国
際
社
会
を
生
き
る

中
で
可
能
性
を
大
き
く
広

げ
る
た
め
に
、
外
国
語
の

習
得
以
外
に
必
要
な
も
の

は
。

自
分
の
意
見
を
ス
ト
レ
ス

な
く
伝
え
、
相
手
の
意
見
を

素
直
に
受
け
取
る
力
―
―
こ

れ
が
語
学
力
で
す
。
こ
れ
が

で
き
て
初
め
て
世
界
の
中
の

自
立
し
た
個
人
と
し
て
認
め

ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

表
現
す
る
内
容
は
大
切
で
、

こ
れ
が
欠
け
て
い
て
は
流
暢

に
外
国
語
を
話
し
て
も
誰
も

振
り
向
い
て
は
く
れ
ま
せ

ん
。加

え
て
大
切
な
の
は
異
文

化
を
い
っ
た
ん
受
け
止
め
て

そ
の
背
景
を
考
え
る
こ
と
。

多
様
性
に
対
す
る
寛
容
な
精

神
を
育
ん
で
ほ
し
い
。
そ
う

す
れ
ば
自
分
の
居
場
所
も
自

力
で
作
れ
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

※
髙
橋
教
授
の
専
門
は
、
経

営
・
経
済
・
政
策
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

寮
内
留
学
の

前
期
開
講
式

前
期
の
「
寮
内
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
（
８
月
１０
日
ま

で
）
の
開
講
式
∥
写
真
∥
が

４
月
２５
日
に
国
際
交
流
会
館

で
行
わ
れ
、
２
年
次
生
１１

人
、
３
年
次
生
４
人
の
計
１５

人
が
入
寮
し
た
。

髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
長
は
「
共
同
生
活
に
行
き

違
い
は
つ
き
も
の
。
感
情
的

に
な
ら
ず
に
受
け
止
め
、
考

え
た
り
話
し
合
う
こ
と
は
皆

さ
ん
を
確
実
に
成
長
さ
せ

る
」
と
激
励
し
た
。

「
い
き
な
り
海
外
に
留
学

す
る
の
は
不
安
。
こ
こ
で
の

生
活
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
な

れ
ば
」
（
加
藤
大
貴
さ
ん
・

人
間
科
学
２
）
と
い
う
留
学

希
望
者
の
ほ
か
、
実
際
に
留

学
を
予
定
し
て
い
る
学
生

も
。
高
橋
里
帆
さ
ん
（
経
済

３
）
は
８
月
下
旬
か
ら
半
年

間
の
米
国
留
学
を
控
え
て
お

り
「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
土
台
を

つ
く
り
た
い
」
と
話
す
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

で
接
客
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
る
大
森
祥
太
郎
さ
ん

（
経
済
３
）
は
「
外
国
人
と

接
す
る
こ
と
は
多
く
て
も
、

深
い
話
を
す
る
機
会
は
な

い
。
共
同
生
活
で
語
り
合
う

の
が
楽
し
み
」
。
語
学
の
上

達
に
加
え
「
留
学
生
の
気
持

ち
が
和
む
よ
う
に
お
世
話
し

た
い
」（
樋
口
菜
緒
子
さ
ん
・

経
営
３
）と
語
る
入
寮
生
も
。

ル
ー
ム
メ
ー
ト
は
、
５
月

７
日
～
６
月
６

日
が
春
期
日
本

語
・
日
本
事
情

プ
ロ
グ
ラ
ム
を

受
講
す
る
カ
ナ

ダ
・
カ
ル
ガ
リ

ー
大
生
ら
２１
人

の
短
期
留

学

生
。
６
月
１９
日

～
８
月
８
日
に

は
、
夏
期
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
受
講

生
に
替
わ
る
。

同
室
に
は
な
ら

な
い
が
、
国
際

交
流
協
定
校
の
米
国
・
サ
ス

ク
ェ
ハ
ナ
大
学
の
「G

O
T
o

k
y
o

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
受
講

生
も
滞
在
す
る
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
昨
年
９

月
に
新
設
さ
れ
半
年
間
に
わ

た
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
寮
内

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
成
果

発
表
会
・
修
了
式
が
３
月
４

日
に
行
わ
れ
た
。
日
本
語
・

日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び

日
本
理
解
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
短

期
留
学
生
や
特
別
聴
講
生
と

の
共
同
生
活
を
体
験
し
た
１

期
生
１４
人
は
、
国
際
交
流
会

館
で
の
活
動
や
留
学
生
と
の

交
流
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
用
い
て
報
告
。
生
田

か
ら
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通

っ
た
田
中
岳
樹
さ
ん
（
法

１
）
は
「
留
学
生
が
親
身
に

相
談
に
乗
っ
て
く
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
」と
振
り
返
っ
た
。

「
人
の
縁
、
つ
な
が
り
は

多
く
の
刺
激
を
く
れ
た
。
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ

り
た
い
」
（
村
山
帆
奈
美
さ

ん
・
経
営
３
）、「
目
標
に
向

か
っ
て
主
体
的
に
行
動
す
る

大
切
さ
を
学
ん
だ
」
（
草
柳

未
来
さ
ん
・
文
３
）
。
大
林

守
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

（
当
時
）
か
ら
修
了
証
書
を

手
渡
さ
れ
た
１
期
生
は
、
充

実
し
た
表
情
で
話
し
た
。（
１

期
生
の
学
年
は
３
月
時
）

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
情
報

第
１
５
７
回
国
際
交
流
特
別

講
演
会
「
や
さ
し
い
英
語
に

よ
る
経
済
学
講
座
」

▽
日
時
∥
５
月
２３
日
～
６
月

２０
日
（
毎
週
土
曜
日
、
全
５

回
）
９
時
～
１０
時
３０
分
▽
場

所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
７

５
教
室
▽
講
師
∥
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
・
ガ
ン
経
済
学
部
海

外
客
員
教
授
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
国
立
リ
ン
カ
ー
ン
大

学
）
※
学
生
の
申
し
込
み
は

国
際
交
流
事
務
課
窓
口
へ
。

学
生
以
外
は
国
際
交
流
事
務

課
（E-m

a
i
l
:
i
a
f
f
a
i
r
s
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.
s
e
n
s
h
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- u
.
a
c
.
j

p

）
へ
。

留
学
生
に
よ
る
ア
ジ
ア
理
解

講
座
ラ
オ
ス
コ
ー
ス

特
別
聴
講
生
と
し
て
本
学

で
学
ぶ
パ
ン
ピ
パ
ッ
ク
・
オ

レ
ン
さ
ん
（
ラ
オ
ス
国
立
大

学
文
学
部
日
本
語
学
科
５
年

生
）
が
簡
単
な
ラ
オ
ス
語
と

ラ
オ
ス
料
理
を
教
え
る
。

▽
日
時
∥
５
月
２７
日
～
７
月

１５
日
（
毎
週
水
曜
日
、
全
８

回
）
１６
時
３５
分
～
１８
時
５
分

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

国
際
交
流
会
館
山
田
長
満
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
ー
ル

▽
定
員
∥
１０
人
▽
受
講
料
∥

３
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

第
１２
回
海
外
留
学
・
国
際
交

流
フ
ェ
ア

▽
日
時
∥
７
月
４
日
（
土
）

１０
時
～
１５
時

▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

国
際
交
流
会
館

▽
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）
∥
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
に

よ
る
個
別
相
談
ブ
ー
ス
／
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
校
別
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
／
国
際

交
流
会
館
見
学
ツ
ア
ー
／
留

学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
講
演

会
～
留
学
と
就
職
～
、
ほ
か

▽
入
退
場
自
由

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
問
い
合

わ
せ
は
国
際
交
流
事
務
課

（
☎
０
４
４
・
９
１
１
・

１
２
５
０
）
ま
で
。

協
定
締
結
１０
周
年
記
念

「
３
大
学
知
的
探
訪
」

「
多
摩
区
・
３
大
学
連
携

協
議
会
」
の
協
定
締
結
１０
周

年
を
記
念
し
、
各
大
学
が
公

開
講
座
を
開
催
す
る
。
本
学

（
７
月
）
を
皮
切
り
に
、
明

治
大
学
（
１０
月
）
、
日
本
女

子
大
学
（
１１
月
）
が
講
座
な

ど
を
実
施
す
る
。

▽
日
時
∥
７
月
４
日
（
土
）

１０
時
～
▽
場
所
∥
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
１０
号
館
▽
内
容
∥
①

公
開
講
座
「
日
本
語
の
風
景

～
文
字
は
ど
の
よ
う
に
書
か

れ
て
き
た
の
か
～
」
斎
藤
達

哉
文
学
部
教
授
②
古
典
籍
の

特
別
展
示
③
斎
藤
教
授
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
▽
定
員
∥

２
５
０
人
（
③
は
抽
選
２０
人
）

※
申
し
込
み
は
、
本
学
学

生
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

本
学
学
生
以
外
は
往
復
は
が

き
で
（
〒
２
１
４
―
８
５
８

０

川
崎
市
多
摩
区
東
三
田

２
―
１
―
１

専
修
大
学
企

画
課
「
知
的
探
訪
」
係
）
。

６
月
２０
日（
土
）消
印
有
効
。

③
の
参
加
希
望
者
は
そ
の
旨

を
明
記
。

企
画
課
「
知
的

探
訪
」係

☎
０
４
４
・
９
１

１
・
１
２
５
２

２
０
１
６
入
学

ガ
イ
ド
配
布
中

ご
希
望
の
方
は
左
記
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


入
学
セ
ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン

【
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
☎
０

３
・
３
２
６
５
・
６
６
７
７

【
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
☎
０

４
４
・
９
１
１
・
０
７
９
４
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お
わ
び

４
月
号
３
面

の
白
藤
博
行
法

学
部
長
の
「
大
好
き
専
修
大

学
！
」
で
、
「
自
分
を
変
え

な
い
た
め
に
自
律
的
に
変
わ

っ
て
し
ま
う
の
か
、
」
と
あ

る
の
は
、
「
自
分
を
変
え
な

い
た
め
に
他
律
的
に
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
か
、
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

お
わ
び

４
月
号
１１
面

の
「
高
校
別
合

格
者
数
」
で
、
以
下
の
３
校

の
高
校
名
と
合
格
者
数
の
間

に
「（
中
等
教
育
学
校
）」
が

脱
落
し
て
い
ま
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
▽
茨

城
県
／
土
浦
日
本
大
学
３
▽

神
奈
川
県
／
桐
蔭
学
園
５
▽

新
潟
県
／
村
上
５

書
き
込
み
式
で
や
り
直
す
！

中
学
３
年
分
の
英
語

三
浦
弘
監
修

５
年
後
の
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
備
え
の

た
め
か
、
接
客
業
を
は
じ
め

と
し
て
英
語
学
習
の
や
り
直

し
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

る
。
本
書
は
、
長
年
英
語
に

触
れ
て
い
な
い
社
会
人
や
英

語
が
苦
手
な
学
生
が
、
英
会

話
学
習
の
骨
格
と
な
る
中
学

英
語
文
法
の
記
憶
を
呼
び
覚

ま
す
た
め
の
ド
リ
ル
教
材
で

あ
る
。
英
文
は
「
主
語
＋
動

詞
」
で
始
ま
る
と
い
う
意
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
文
中

の
空
所
に
代
名
詞
や
短
縮
形

を
書
き
込
み
、
付
録
の
リ
ス

ニ
ン
グ
Ｃ
Ｄ
を
使
っ
て
発
音

す
る
。
効
率
よ
く
学
習
で
き

る
。従

来
の
読
ん
で
理
解
す
る

教
材
で
は
な
い
。
文
法
の
説

明
は
コ
ラ
ム
記
事
だ
け
。
例

文
は
す
べ
て
す
ぐ
に
使
え
る

会
話
表
現
で
あ
り
、
そ
れ
も

短
文
に
な
っ
て
い
る
。
一
文

ず
つ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
話
す

Ｃ
Ｄ
を
聴
い
た
ら
一
時
停

止
。
そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
を

見
な
い
で
繰
り
返
し
て
言
っ

て
み
る
。
こ
の
「
短
文
逐
次

リ
ピ
ー
テ
ィ
ン
グ
練
習
」
に

よ
り
、
だ
れ
で
も
短
期
間
で

基
本
英
会
話
が
マ
ス
タ
ー
で

き
る
。
（
宝
島
社
Ｔ
Ｊ
ム
ッ

ク
、
本
体
９
８
０
円
＋
税
）

監
修
者
（
み
う
ら
・
ひ
ろ

し
）
∥
文
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
、
英
語
の
音
声
と
歴

史
。

古
代
の
女
性
官
僚

女
官
の
出
世
・
結
婚
・
引
退

伊
集
院
葉
子
著

日
本
に
律
令
制
が
導
入
さ

れ
、
新
し
い
国
家
づ
く
り
が

進
ん
だ
８
世
紀
頃
、
中
央
・

地
方
の
豪
族
か
ら
多
く
の
女

性
が
都
に
出
仕
し
、
力
を
発

揮
し
た
。
宮
廷
で
天
皇
の
政

務
と
日
常
生
活
を
支
え
た
女

官
∥
女
性
官
僚
の
仕
事
や
生

活
と
は
？

古
代
の
女
官
を

研
究
す
る
著
者
が
「
律
令
制

下
の
行
政
シ
ス
テ
ム
の
一
端

を
担
っ
て
働
い
た
女
官
た
ち

わ
い
し
ょ
う

の
存
在
を
矮
小
化
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
」（「
エ
ピ
ロ
ー

グ
」
よ
り
）
と
、
彼
女
た
ち

の
役
割
を
ひ
も
と
く
。

本
書
は
官
撰
史
書
で
あ
る

六
国
史
や
古
文
書
、
木
簡
な

ど
か
ら
析
出
し
た
１
０
０
０

人
以
上
の
女
官
の
記
述
を
基

に
、
律
令
女
官
の
制
度
と
実

態
を
復
元
し
、
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
を
描
き
出
し
て
い
る
。
出

仕
ル
ー
ト
か
ら
始
ま
り
、
配

属
や
日
常
業
務
、
出
世
、
俸

給
、
結
婚
、
引
退
や
死
に
至

る
ま
で
、
女
官
の
生
涯
を
た

ど
る
。
（
吉
川
弘
文
館
・
本

体
１
８
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
い
じ
ゅ
う
い
ん
・

よ
う
こ
）
∥
文
学
部
非
常
勤

講
師
。
主
な
担
当
は
、
日
本

古
代
の
国
家
と
宗
教
。

異
文
化
理
解
は
寛
容
の
精
神
で

異
文
化
理
解
は
寛
容
の
精
神
で

語学力向上は「表現したいもの」を持つこと

髙
橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
に
聞
く

ゆたか

国際交流センター長に髙橋裕商学部教授が４月１日

付で就任した。任期は２年。国際交流センターの役

割や異文化体験の効用などについてお聞きした。

公
開
講
座
情
報
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